
・

﹇
略
﹈

・

﹇
略
﹈

特
定
契
約
申
込
者
の
認
定
発
電
設
備
と

特
定
契
約
電
気
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び

運
用
す
る
電
線
路
と
の
電
気
的
な
接
続
に

係
る
契
約
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定
発
電
設

備
を
用
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気

の
供
給
を
す
る
と
当
該
被
接
続
先
電
気
工

作
物
に
送
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
気
の

容
量
を
超
え
た
電
気
の
供
給
を
受
け
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
出
力
の
抑
制
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

当
該
認
定
発
電
設
備
を
用
い
て
発
電
す
る

た
め
に
必
要
な
容
量
を
被
接
続
先
電
気
工

作
物
に
確
保
せ
ず
に
行
う
契
約
に
お
い

て
、
当
該
認
定
発
電
設
備
を
用
い
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
す
る
と

当
該
被
接
続
先
電
気
工
作
物
に
送
電
す
る

こ
と
が
で
き
る
電
気
の
容
量
を
超
え
た
電

気
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

場
合

﹇
新
設
﹈

書
面
等
に
よ
り
当
該
抑
制
を
行
っ
た
合
理
的

な
理
由
を
示
し
た
場
合
に
は
、
当
該
抑
制
に

よ
り
生
じ
た
損
害
の
補
償
を
求
め
な
い
こ

と
。

等
に
よ
り
当
該
抑
制
を
行
っ
た
合
理
的
な
理

由
を
示
し
た
場
合
に
は
、
当
該
抑
制
に
よ
り

生
じ
た
損
害
の
補
償
を
求
め
な
い
こ
と
。

特
定
契
約
申
込
者
の
認
定
発
電
設
備
と

特
定
契
約
電
気
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び

運
用
す
る
電
線
路
と
の
電
気
的
な
接
続
に

係
る
契
約
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定
発
電
設

備
を
用
い
て
発
電
す
る
た
め
に
必
要
な
容

量
を
被
接
続
先
電
気
工
作
物
に
確
保
す
る

た
め
の
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の
期
間
に

限
り
、
当
該
認
定
発
電
設
備
を
用
い
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
す
る

と
当
該
被
接
続
先
電
気
工
作
物
に
送
電
す

る
こ
と
が
で
き
る
電
気
の
容
量
を
超
え
た

電
気
の
供
給
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
は
出
力
の
抑
制
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
認
定
発
電

設
備
を
用
い
て
発
電
す
る
た
め
に
必
要
な

容
量
を
被
接
続
先
電
気
工
作
物
に
確
保
せ

ず
に
行
う
契
約
に
お
い
て
、
当
該
期
間
に

お
い
て
当
該
認
定
発
電
設
備
を
用
い
て
再

﹇
新
設
﹈

ヘ
〜
チ

﹇
略
﹈

ヘ
〜
チ

﹇
略
﹈

九
〜
十
三

﹇
略
﹈

九
〜
十
三

﹇
略
﹈

２
〜
４

﹇
略
﹈

２
〜
４

﹇
略
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
す
る

と
当
該
被
接
続
先
電
気
工
作
物
に
送
電
す

る
こ
と
が
で
き
る
電
気
の
容
量
を
超
え
た

電
気
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
場
合

規

則

改

正

後

改

正

前

（
年
次
休
暇
以
外
の
休
暇
）

（
年
次
休
暇
以
外
の
休
暇
）

第
四
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
は
、
非
常
勤
職
員
（
第
八
号
に
掲
げ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
人
事
院
の
定
め
る
非
常
勤
職
員

に
限
る
。）に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
の

有
給
の
休
暇
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
は
、
非
常
勤
職
員
に
対
し
て
当
該
各
号
に

定
め
る
期
間
の
有
給
の
休
暇
を
与
え
る
も
の
と
す

る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

非
常
勤
職
員
が
夏
季
に
お
け
る
盆
等
の
諸
行

事
、
心
身
の
健
康
の
維
持
及
び
増
進
又
は
家
庭

生
活
の
充
実
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
の
七
月

か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
内
に
お
け
る
、
人
事
院

の
定
め
る
日
を
除
い
て
原
則
と
し
て
連
続
す
る

三
日
の
範
囲
内
の
期
間

（
新
設
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和元年月日 金曜日 第号官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
に
基
づ
き
、

人
事
院
規
則
一
五

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す

る
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
五

一
五

一
七

人
事
院
規
則
一
五

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
五

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ

れ
を
加
え
る
。


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